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はじめに―― 哲学カフェ型授業の理想と現実 

哲学カフェとは，マルク・ソーテ 1がバスチーユ広場のカフェで始めた哲学的対話のこ

とである。哲学カフェの現場では特定の哲学的なテーマについて，不特定多数の人々が意

見を交わし合う。日本には 1990 年代に紹介され，現在では全国的に哲学カフェが普及し

つつある。すでに，高等学校公民科倫理でも哲学カフェ型，あるいは対話型の授業実践報

告 2が行われている。では，どうすれば哲学的テーマを主体的に考察し，対話する力を養

うことができるのか。哲学カフェ型の授業を成功に導くために必要な要素は何か。 
2015 年，第 3 学年必修の倫理で哲学カフェ型の授業を成功させることを目的に，全 5

回のアクティブラーニング型授業を実施した。その時の実践の概要については，「2016 公

民科最新資料 特集号」（第一学習社）3 に寄稿させていただいた。後述の「授業実践例１」

は，これらの授業の実践報告である。 
哲学カフェ型授業の成功のイメージといえば，意見の交換が白熱し，発言をした生徒も

それを聞いていただけの生徒も一体となり，授業後に振り返れば全員が満足しているよう

なものだろう。静まりかえった沈黙の時間だけが流れる授業にはしたくない。そのような

観点から 5 回分の授業をデザインした。 
結果としては，かなり理想の状態に近い哲学カフェ型授業になった感覚はあった。しか

し，意見交換の白熱化は，思考力と表現力に優れた教室の中の一部の生徒たちの力による

ものであり，全生徒の思考力と表現力を底上げしたという実感までは得ることができなか

った。 
広場の哲学と洞窟の哲学―― 思考の反射神経とともに，広く深い思索を育てる 

何の準備もなく，いきなり哲学的テーマを提示してクラスで話し合いましょう，とうな

がしても，沈黙の時間が流れるだけであろうことは想像に難くない。哲学カフェ型授業が

成立するためには，あらかじめそれなりの準備が必要である。 
対話型授業のために必要な力の一つに，知的な瞬発力や反射神経がある。対話とは問い

                                                
1 マルク・ソーテ『ソクラテスのカフェ』(紀伊國屋書店,1996) 
2 萩原拓也「僕の対話型授業は何だかうまくいっていない気がする」(全公社研 平成 28
年度全国研究大会（千葉大会）研究報告) 
3 「『アンパンマン』から哲学カフェへ～公民科『倫理』で思想を深めるアクティブラーニ

ング型授業～」http://www.daiichi-g.co.jp/komin/info/siryo/29t/160420/s/s2.html 



と答えが繰り返される中で，その内容が少しずつ文脈に沿いながら更新されていく。問い

とその文脈を読み取りながら，自分の考えるふさわしい答えを探しながら対話が進む。だ

からこそ他者との対話の中で，以前には意識していなかった新しい思考を発見することが

できる。対話のスピードと思考のスピードが重なっているときに，最大のパフォーマンス

が実現する。 
考えながら話し合うというトレーニングを意識的に行うため，グループで話し合う時間

を“広場の哲学”4と名付けて実施した。古代ギリシアのアゴラで市民たちが対話を通して

思索を深めるイメージである。2015 年の実践の際には，本格的な哲学カフェ型授業に入る

前に 3 回，広場の哲学に慣れるためのＡＬ型トレーニング授業を実施した。 
また，瞬発力や反射神経以上に重要と思われるのが，思考の深化と拡大である。ある事

象の原因や関連を根源まで遡って考えたり，他の原因や要素を広げて考えたり，さまざま

な現象をカテゴライズする思考。これらの思考は他者との対話を通してではなく，自分の

中で自問自答しながらじっくりと時間をかけながら思索を深めることで実現する。 
対話に先だって，課題となるテーマについてじっくりと考えながら書く時間を“洞窟の

哲学”の時間と名付けた。「聞く」，「話す」という他者との関わりの前に，自問自答しなが

ら書き，書きながらさらに考えを深める。洞窟や書斎に一人籠もって思索にふける哲学者

のイメージである。どのような形式でも，対話に入る前に必ず洞窟の哲学の時間を設けて，

テーマについての思索を広げるとともに深めることを行った。 
“洞窟”にせよ“広場”にせよ，思考の作業のイメージを具体的にカテゴライズするこ

とによって，生徒の学びの活動の方向性を分かりやすく示すことができる。哲学カフェ型

の授業といえば，広場の哲学のイメージだろうが，まずはそれに先だって洞窟の中でしっ

かりと自分の思考を練り上げることを生徒に勧めた。 
 

 
図 1 洞窟の哲学から広場の哲学へ 

                                                
4 “洞窟の哲学”“広場の哲学”の用語は，ヘーゲル研究者の中埜肇が弁証法の説明の際に

monologue と dialogue を対比するために使っていたものである。 

洞窟の哲学 広場の哲学 

テーマについて自問自答を重ねるこ

とで思索を深め，広げる。 
思考を深化させ拡大する力の育成 

テーマについて対話することによっ

て思索を深め，広げる。 

知的な瞬発力や反射神経の育成 

モノローグ：自分との対話 
一人で考えて書く時間 

 

ダイアログ：他者との対話 
グループで考えを話し合う時間 
 



フォーマット化の視点―― 45分以内に収める授業のデザイン 
 本校（千葉県立長生高等学校）では，1 日の日課が 45 分の 7 時間授業で行われている。

通常よりも短い学習時間の中でアクティブラーニング型授業を成功させるためには，授業

の活動の時間配分をどう組み立てるかがポイントになる。 
アクティブラーニング型授業や研修の効果的な時間と内容の構成について，「マイクロ

フォーマット」という考え方を早稲田大学の向後千春 5が提案している。そのフォーマッ

トは，だいたい 30 分を 1 ユニットとして，次の要素から構成される。 
１．15 分間のレクチャー 

２．10 分間のグループでの対話 

３．5 分間の全体シェア 

このようなデザインを，あらかじめ参加者に予告して行われる授業や研修は，通常より

も能動性が高まり，知識やアイデアが定着する効果が得られるという。考え方としては，

シェアのために真剣に話し合い，対話をするために真剣にレクチャーを聴くというように，

目的を明示することによって，参加者の意欲を高めるということのようだ。 
哲学カフェ型の対話型授業にせよ，それとは違った形でのアクティブラーニング型授業

にせよ，あらかじめ実施時間と内容，さらにはプリントのフォーマットをあらかじめ作っ

ておき，後はテーマを変えることによって様々な内容の授業を行うことができる。要は，

１度時間と作業内容とプリントをフォーマット化してしまえば，あとは同じパーターンで

沢山のバリエーションのアクティブラーニング型授業を実施することができるのである。

また，これらの授業の目的が，哲学的な対話に参加できる能力を身に付けることであるこ

とをあらかじめ示すことで，生徒の学習活動への意欲を高めることも期待できる。 
そこで 2015 年の実践では，哲学カフェ型授業の準備と練習のためのＡＬ型トレーニン

グ授業フォーマットを利用し，考えて発表する授業に慣れるための授業を３回，哲学カフ

ェ型授業フォーマットでの授業を２回実施した。それぞれのフォーマットは以下の通りで

ある。 
◆ＡＬ型トレーニング授業フォーマット（45 分） 

１．テーマ（問い）についての説明     5 分 

２．テーマについて考え，書く時間（洞窟の哲学の時間） 10 分 

３．グループで考えを話し合う時間（広場の哲学の時間） 20 分 

４．グループの話し合いを発表する時間    5 分 

５．振り返りの時間       5 分 

 
◆哲学カフェ型授業フォーマット（45 分） 

１．テーマ（問い）についての説明     5 分 

２．テーマについて考え，書く時間（洞窟の哲学の時間） 10 分 

３．クラス全体で考えを話し合う時間（広場の哲学の時間） 25 分 

４．振り返りの時間       5 分  

                                                
5 向後千春「マイクロフォーマットによる授業と研修のデザイン」（日本教育工学会第 30
回全国大会講演論文集） 



フォーマットの変更―― 哲学カフェ型授業と評価の見直し 
2015 年の５回の授業の最終的な目標は，約 40 人のクラスで実施する哲学カフェ型の授

業を成功させることだった。結果として，いくつかのクラスでは，意見の交換が白熱し，

発言をした生徒もそれを聞いていただけの生徒も一体となり，授業後に振り返ればほぼ全

員が満足している状態になった。 
しかし，約 40 人の生徒の中で実際に発言したのは平均 12，3 人程度で，大体３分の１，

多いクラスでも半数程度の発言者数だった。クラス全体で，しかも 25 分という限られた

時間の中で話し合っている状態ではそれが限界なのだろう。振り返りのワークシートの中

でも，クラスメイトの意見を聞くことがよかったとしながらも，自分が発言をしなかった

ことを残念に思っている生徒が一定数いた。 
また，授業の評価にしてもワークシートを５段階で評価しただけだったので，授業中の

生徒の活動を成績評価に加えることができなかった。この点も改善の必要があった。 
以上の反省から 2017 年の授業実践では，以下の通り哲学カフェ型授業のフォーマット

と授業形態（クラス全体ではなくグループの中で自由な意見交換を行う）を変更するとと

もに，ワークシートの中に，洞窟の哲学と広場の哲学の自己評価ルーブリックを加えるこ

ととした。 
 

◆新哲学カフェ型授業フォーマット（45 分） 

１．テーマ（問い）についての説明     5 分 

２．テーマについて考え，書く時間（洞窟の哲学の時間） 10 分 

３．グループで考えを話し合う時間（広場の哲学の時間） 20 分 

４．グループの話し合いを発表する時間    5 分 

５．振り返りの時間       5 分 

 
 
自己評価ルーブリック 

評価項目 Ｓ：優れている Ａ：十分満足できる Ｂ：改善を要する Ｃ：努力を要する 

洞窟の哲学 
Monologos 

一人で自問自答
し思索を深める 

しあわせの本質
について，具体
例を挙げながら
抽 象 化 し て 示
し，それらを分
類整理して考え
る こ と が で き
た。 

しあわせの具体
例を示すととも
に，その本質を
抽象化して表現
することができ
た。 

しあわせの具体
例をいくつか考
えて書くことは
できた。 

しあわせについ
て考えて書くこ
とができなかっ
た。 

広場の哲学 
Dialogos 

話し合うことに
よって思索を深

める 

しあわせについ
ての意見の共通
点と相違点を見
つけて思索を深
め，グループの
意見をうまく分
類･整理するこ
とができた。 

しあわせについ
ての意見の共通
点と相違点を見
つけて思索を深
め，グループの
意見をまとめる
ことに協力でき
た。 

しあわせについ
ての他の人の意
見を聞くととも
に，自分の意見
を言うことはで
きた。 

しあわせについ
ての自分の意見
を言うことがで
きなかった。 

 



授業実践例１――ＡＬ型トレーニング授業から哲学カフェ型授業へ 
 2015 年の５回の授業実践の目的は，最終的に哲学カフェ型授業を成功させることだった。

そのため，下のように２種類のフォーマットのアクティブラーニング（ＡＬ）型授業を準

備して実施した。 
 
◆ＡＬ型授業学習計画 

・ＡＬ型トレーニング授業 

１．アリストテレスの倫理学―人間の生きる目的と幸福について 

 アリストテレスの倫理学についての簡単な説明を受けて「アンパンマンのマーチ」を聴

き，「しあわせ」について思索する。 
２．仏教の思想―人間の不幸と苦しみについて 

 さだまさしの「防人の詩」を聴き，仏教思想に見られる苦についての簡単な説明を受け

て，「苦しみ」について思索する。 
３．中国思想の人性論―人間の本性とはどのようなものか 

 吉田拓郎の「人間なんて」を聴き，中国思想に見られる性善説や性悪説などの人性論に

ついての簡単な説明を受けて，人間の本性について思索する。 
・哲学カフェ型授業 

４．哲学カフェ１ 人間にとって知とは何か 

 ギリシア哲学，フランシス･ベーコン，ルソーなどの「知」についての思想の簡単な説明

を受け，人間にとって知とは何かについて思索する。 
５．哲学カフェ２ 人間にとって美とは何か 

 ギリシア哲学，プラトン，カントなどの「美」についての思想の簡単な説明を受け，人

間にとって美とは何かについて思索する。 

 
 この中から１．アリストテレスの倫理学―人間の生きる目的と幸福についてと４．哲学

カフェ１ 人間にとって知とは何かを紹介する。 
 
指導事例１ アリストテレスの倫理学―人間の生きる目的と幸福について 
【授業の目的】 

哲学的思索と小グループでの対話の経験を積むことによって，後日行う哲学カフェ型

授業の中で自ら発言し，対話を行う方法を学ぶこと。 
【授業の目標】 

１．テーマについて思索することによって自分の考えを深めること。 
２．自分の考えたことを書いてまとめること。 
３．自分の考えを小グループ内で発表すること。 
４．他の生徒の考えを聞いて更に自分の考えを深めること。 

【授業の対象】 
 第 3 学年必修倫理の中で全生徒を対象に，アリストテレスの倫理思想に入る前の導入

の授業として行った。 



【必要な機材】 
 スマートフォン（音楽再生用），スマートフォン用スピーカー，タイマー（スマート

フォンのタイマー機能でも可） 
【授業の流れ】 

 本時のテーマ，「しあわせ」について，アリストテレスの倫理学の一部を簡単に紹介

する。 
・アリストテレスはすべての存在の運動に目的があると考えたこと。 
・人間にも生きる目的があると考えたこと。 
・人間の生きる目的は善であること。 
・さまざまな善の中でも最高の善がエウダイモニア（幸福）であり，アリストテレスは

幸福が人間の生の目的であると考えたこと。 
 以上の論点を踏まえた上で，下のプリントの歌詞を見ながら，「アンパンマンのマー

チ」を聴く。 
 子どもの頃に聴いた覚えのある「アンパンマンのマーチ」の歌詞の中に，人間の生き

る目的が何かというテーマや，何が自分のしあわせなのかというテーマが含まれている

ことを確認し，この曲を聴いての簡単な感想をワークシートに書き入れる。 
 その後，10 分間時間をとって，「人間にとって『しあわせ』とは何か」というテーマ

で思索を深め，以下に掲載したワークシートに，自分なりの答えをまとめる。 
 タイマーで 10 分経過が示されたところで 6～7 人の小グループを作り，あらかじめ発

表者を決める。そのあと 20 分間でそれぞれのメンバーが自分の考えを順番に発表し，

グループ内でさらに質問や意見交換をして，それを発表者はまとめる。 
 20 分経過後に各グループの代表者がそれぞれのグループで話し合った内容を全体に

発表し，授業者は簡単にコメントを加える。 
 一通りの発表が終わった後で，「しあわせ」についての理解が授業の前と後でどのよ

うに変化したかなどを振り返り，ワークシートに記入する。 
 なお，提出されたワークシートは，意見のユニークな部分に赤線を引き，簡単なコメ

ントを加えた上でＳ，Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄの 5 段階で評価し，次のアクティブラーニング型

授業の際に返却する。 
【生徒の様子・反応】 

以下，実際に授業を行って観察することができた，生徒の様子や反応を列挙する。 
・「アンパンマンのマーチ」の歌詞をあらためて読んだ生徒たちの中には，子ども向け

の歌であるにもかかわらず，意外に深い歌詞の内容に驚く者もいた。 
・「しあわせ」とは何かを考える際に，考えるヒントとして，具体的なしあわせの例を

列挙してみてからそれらを抽象的に考えてみることを勧めた。その結果，自分にとって

のしあわせについて考えた生徒が多かった。 
・グループ内での発表はほとんど抵抗がなく行われていた。これは，本校では 1 学年の

うちから英語の授業などを通してグループワークが日常的に行われていることが原因

として考えられる。 
・グループ討論のヒントとして，メンバーのさまざまな意見をどのように分類できるか

を考えるようにアドバイスを行った。 



・グループ代表の発表の中で，いくつかのグループでは，物質的なしあわせと精神的な

しあわせの違いについて述べていた。 
・また，自分一人にとってのしあわせと他者のしあわせ，みんなのしあわせについて考

察したグループもいくつかあった。しあわせという感覚が，単に個人的なものなのでは

なく，それを他者と分かち合うことによって幸福感が増すという発表を行ったグループ

もあった。 
・また，苦しみとの対比でしあわせについて考察するグループもあった。 
・授業の振り返りでは，多くの生徒が他の生徒の意見を聞いて，しあわせについての考

察や理解が広がったと書いていた。また，この授業の体験が楽しかったと書いた生徒も

多かった。 
 この実践によって，自分の考えをまとめる洞窟の哲学の時間には，思索を通して生徒

自身の思考を深める効果があること。また，グループで話し合ったり，話し合いの結果

を聴く広場の哲学の時間には，対話を通して自身の思考の視野を広げる効果があること

が分かった。 
 

指導事例２ 哲学カフェ 人間にとって知とは何か 
3 回のグループ学習で思索と対話の

経験を積んだ後に，哲学カフェスタイ

ルの授業を行った。カフェという位な

ので，授業中といえども飲み物とお菓

子を準備して，飲食しながら，気楽に

哲学的な対話に参加して欲しい旨の事

前連絡をした。 
【授業の目的】 

哲学的テーマについての思索を深め，

他の生徒の考えを聞き，自分の考えを

発表するとともに，哲学的対話を楽し

む意欲や態度を育てる。 
【授業のルール】 

・意見を述べたい人は挙手をしてください。 
・意見を述べた人に対して質問をしたい時も挙手をしてください。 
・複数の挙手があった場合は進行役が指名しますので，それから意見を述べてください。 
・意見を述べている人の話が続いているうちは挙手をしないでください。 
・意見を述べる前に近くの人と相談してもかまいません。 

【授業の流れ】 
 本時のテーマ，「知」について，下のプリントに沿って，これまでに学んだこと，フ

ランシス･ベーコンの「知は力なり」，ルソーの見解を簡単に説明する。 
10 分間時間をとって，「人間にとって知とは何か」についての自分の考えをワークシ

ートにまとめる。 
机を 6～7 人程度の人数のグループで向かい合わせにして，お菓子を食べながらくつ



ろいだ雰囲気の中，教師が進行役となり，テーマについての自由な対話を行う。 
進行役は生徒の意見を下のように，黒板にまとめて対話の内容を分かりやすく示す。 
進行役は結論を引き出すのではなく，意見を整理しながら，さらに深く思索すること

をうながすようにする。 
進行役は授業の残り時間が約 5 分になった頃までに対話の全体を振り返るとともに，

哲学カフェの振り返りをワークシートに書くようにうながす。 
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中島さおり『哲学する子どもたち バカロレアの国フランスの教育事情』（河出書房新社，
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向後千春「マイクロフォーマットによる授業と研修のデザイン」（日本教育工学会第 30 回

全国大会講演論文集，2014） 
萩原拓也「僕の対話型授業は何だかうまくいっていない気がする」(全公社研 平成 28 年

度全国研究大会（千葉大会）研究報告，2016) 
 
 
  



資料Ⅰ 授業プリント 
 

 
  



 
 

 
  



 
 

 
 
  



 
 

 
 
  



 
 

 
 
  



 
 

 
 
  



 
 

 
  



 
 

 
 
  



 
 

 
 
  



 
 

 
 
  



資料Ⅱ ワークシート回答例 
 

 
 
  



 
 

 
 
  



 
 

 
 
  



 
 

 
 
  



資料Ⅲ 哲学カフェ型授業板書メモ 
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